
▲新春の願いを込め走り初め「第29回元旦マラソン」（1/1） ▲秋田内陸縦貫鉄道全線開業20周年記念式典（2/12） 

▲小阿仁川流域で春彼岸の伝統行事「万灯火」（3/21） ▲打当温泉「マタギの湯」リニューアルオープン（4/29） 

   

１
日
　
年
明
け
第
29
回
元
旦
マ
ラ
ソ
ン  

２
日
　
大
太
鼓
叩
き
初
め  

４
日
　
鷹
巣
地
区
で
市
消
防
出
初
式  

10
日
　
第
22
回
森
吉
山
ス
キ
ー
大
会
／
第

62
回
大
館
北
秋
田
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
        

 

12
日
　
高
速
道
路
整
備
促
進
県
北
大
会 

13
日
　
新
春
交
流
会  

15
日
　
大
太
鼓
の
館
前
で
「
雪
中
田
植
え
」 

16
日
　
森
吉
ク
マ
ゲ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

設
立
総
会
／
米
内
沢
本
郷
会
館
竣
工
式 

17
日
　
第
９
回
あ
き
た
北
空
港
学
童
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会 

20
日
　
森
吉
山
ダ
ム
湛
水
式 

31
日
　
第
３
回
北
秋
田
市
民
ス
キ
ー
大
会 

  

 １
日
　
雪
中
稲
刈
り 

12
日
　
第
21
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
大
会

開
幕
　 

高
橋
大
斗
選
手
、
小
林
範
仁
選
手
、

湊
祐
介
選
手
、
鈴
木
芙
由
子
選
手
が
出
場

し
健
闘（
〜
28
日
）／
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道

全
線
開
業
20
周
年
記
念
式
典
／
県
・
北
秋

田
市
・
仙
北
市
・
会
社
の
４
者
が
基
本
合

意
書
に
調
印 

13
日
　
第
16
回
も
ち
っ
こ
市（
〜
14
日
） 

21
日
　
第
30
回
県
民
歩
く
ス
キ
ー
の
つ
ど
い 

23
日
　
３
月
定
例
市
議
会（
〜
３
月
５
日
） 

27
日
　
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
／
読
書
感

想
文
・
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式 

  

　 ３
日
　
各
幼
稚
園
、
保
育
園
で
雛
ま
つ
り 

６
日
　
第
11
回
子
ど
も
た
ち
の
伝
承
芸
能
合

同
発
表
会
／
浦
田
交
流
セ
ン
タ
ー
竣
工
式 

７
日
　
市
内
中
学
校
卒
業
式
／
今
泉
交
流

セ
ン
タ
ー
竣
工
式 

12
日
　
市
内
小
学
校
卒
業
式 

（
〜
18
日
） 

14
日
　
北
秋
田
市
民
病
院
竣
工
式 

21
日
　
小
阿
仁
川
流
域
で
春
彼
岸
の
伝
統

行
事
「
万
灯
火
」 

28
日
　
北
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙 

31
日
　
北
秋
中
央
病
院
閉
院
式 

   

１
日
　
北
秋
田
市
民
病
院
開
院
／
バ
ス
・
乗

合
タ
ク
シ
ー
実
証
運
行
開
始
／
秋
田
内
陸

活
性
化
本
部
設
置 

４
日
　
春
の
交
通
安
全
運
動
／
火
災
予
防
運
動 

６
日
　
市
立
合
川
高
校
最
後
の
入
学
式 

13
日
　
市
議
会
第
１
回
臨
時
議
会
（
新
議
長

に
佐
藤
吉
次
郎
氏
） 

17
日
　
第
48
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン 

18
日
　
春
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動 

29
日
　
庄
司
捷
雄
さ
ん
（
阿
仁
前
田
）
が
教

育
功
労
で
瑞
宝
小
綬
章
、
武
田
豊
司
さ
ん（
阿

仁
萱
草
）
が
消
防
功
労
で
瑞
宝
単
光
章
、

福
田
幸
作
さ
ん（
栄
字
中
綱
）が
警
察
功
労

で
瑞
宝
双
光
章
、
金
田
英
明
さ
ん（
三
木
田
）

が
防
衛
功
労
で
瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
／
打

当
温
泉「
マ
タ
ギ
の
湯
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン 

２
月

２
月

Ｆ
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｙ

３
月

３
月

Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

４
月

４
月

Ａ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｌ

１
月

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ａ
Ｒ
Ｙ

１
月

 

　
２
月
12
日
に
開
幕
し
た
第
21
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会

（
２
０
１
０
／
バ
ン
ク
ー
バ
ー
）
に
、
本
市
出
身
の
高
橋
大
斗
選

手
、
小
林
範
仁
選
手
、
湊
祐
介
選
手
が
ノ
ル
デ
ッ
ク
複
合
競
技

に
、
鈴
木
芙
由
子
選
手
が
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
競
技
に
出
場
し
、
世
界

の
強
豪
相
手
に
健
闘
し
、
地
元
で
は
応
援
会
が
開
か
れ
、
市
民
を

湧
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
の
全
線
開
業
20
周
年
記
念
式
典
が
２
月
12

日
に
開
催
さ
れ
、
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、
県
と
北
秋
田
市
、
仙

北
市
及
び
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
の
４
者
が
秋
田
内
陸
線
の
経
営

改
善
の
あ
り
方
な
ど
に
係
わ
る
基
本
合
意
書
に
調
印
し
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
１
日
に
は
県
と
市
の
一

体
化
し
た
組
織
と
し
て
「
秋
田
内
陸
活
性
化
本
部
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
北
秋
田
市
民
病
院
の
竣
工
式
が
３
月
14
日
に
行
わ
れ
、
市
が
開

設
し
、
Ｊ
Ａ
秋
田
厚
生
連
が
運
営
す
る
県
内
初
の
「
公
設
民
営
方

式
」
が
導
入
さ
れ
て
４
月
１
日
に
開
院
し
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
田

内
陸
線
と
の
連
携
及
び
市
民
病
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
本
格
運
行
を
目
指
し
て
実
証
運

行
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

　
３
月
28
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
北
秋
田
市
議
会
議
員
一
般
選
挙

が
行
わ
れ
、
26
人
の
新
し
い
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

　
７
月
７
日
〜
９
日
、
津
谷
市
長
は
旧
県
立
営
農
大
学
校
で
学
ん

だ
中
国
人
留
学
生
の
同
窓
会
に
出
席
す
る
た
め
中
国
を
訪
問
し
、

遼
寧
省
普
蘭
店
市
や
大
連
市
を
表
敬
訪
問
。
７
月
26
日
に
は
普
蘭

店
市
訪
問
団
が
来
市
し
、
今
後
の
交
流
活
動
に
つ
い
て
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。 

　
８
月
11
日
、
大
相
撲
夏
巡
業
北
秋
田
場
所
が
25
年
ぶ
り
に
鷹
巣

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
郷
土
力
士
豪
風
関
ら
に
熱
い
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
 

　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
推
進
に
向
け
國
學
院
大

學
研
究
開
発
推
進
機
構
と
市
教
育
委
員
会
と
の
研
究
協
力
に
関
す

る
協
定
の
締
結
式
が
７
月
15
日
に
行
わ
れ
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
関
連

遺
跡
の
発
掘
調
査
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
８
月
30
日
〜
９
月
２
日
、
市
内
４
カ
所
で
移
動
行
政
懇
話
会
を

開
催
。
新
医
療
基
本
構
想
や
地
域
要
望
な
ど
に
つ
い
て
市
民
と
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
10
月
30
日
〜
11
月
5
日
、「
北
秋
の
大
地
に
集
え
〝
農
〞
の
夢
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
第
１
３
３
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
が
市

内
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
期
間
中
71
万
1
千
人
の
来
場
者
で
市
内

が
沸
き
ま
し
た
。 

　
昨
年
10
月
に
、
北
秋
田
市
の
豊
富
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
産

業
振
興
、
地
域
を
支
え
る
人
材
育
成
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
を

柱
と
し
た
北
秋
田
市
と
秋
田
大
学
と
の
協
定
締
結
を
も
と
に
11
月

17
日
に
、「
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
市
内
全
域
を
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
た
活
動
の
場
と
し
て
、
元
気

な
北
秋
田
市
を
目
指
し
、
活
性
化
に
つ
な
が
る
取
組
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
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『広報きたあきた』でこの1年を振り返る（その１）


